
前橋市 都市計画部 市街地整備課
課長 纐纈 正樹

前橋市における官民連携まちづくり

２０２２年まちづくりアワード実績部門 特別賞受賞

２０２０年先進的まちづくり大賞 国土交通大臣賞受賞
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２０２５年まちづくりアワード実績部門 国土交通大臣賞受賞



一般社団法人 前橋コンディショナー 理事

地方創生2.0アドバイザー（総務省）

業務施設等立地あり方検討WG 委員（国交省）

国土交通大学校 講師（国交省）

地方公共団体・民間等の依頼による講師派遣

官民連携セミナー（内閣府ほか）

都市ビジョン講演会（森記念財団）

エリマネシンポジウム（土地総研ほか）

新都市・月刊建設等執筆多数
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1991 前橋市役所入所（土木職）

・区画整理課、道路管理課にて工事の設計及び施工監理業務

2007 群馬県 都市計画課（人事交流）

・まちづくり交付金、県内市町村のまちづくり支援業務等

2008 都市計画部 都市計画課

・国土利用計画法、風致地区、都市計画決定及び変更手続き

・地域核まちづくり調査業務等

・都市計画の見直し業務（法５３条区域）

・土地区画整理事業、市街地再開発事業の新規地区立ち上げ

2015 都市計画部 市街地整備課（機構改革）

・市街地総合再生計画の策定（再開発計画）

・市街地再開発事業

・立地適正化計画の策定 （都市機能誘導区域）

・生涯活躍のまち（日赤跡地ＣＣＲＣ）

・アーバンデザインによる官民連携まちづくり

・前橋版リノベーションまちづくり（マチスタント）

2023    産業経済部 にぎわい商業課

・マチスタント、商店街の再生、電子地域通貨等

2025 都市計画部 市街地整備課

・官民連携まちづくり、市街地再開発事業、駅周辺開発等
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かつての前橋市の中心市街地

まちなかの変遷



【前橋市中心市街地 官民連携事業一覧】令和５年４月
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アクエル前橋本町１４地区優良建築物等整備事業
(事業中：住宅、店舗)

前橋ガレリア

白井屋ホテル

千代田町中心拠点地区再開発事業 イメージ
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教育文化施設
（図書館）

広瀬川景観形成重点地区指定

前橋市役所
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リノベーションまちづくり

アーバンデザイン・モデルプロジェクト（広瀬川エリア）

アーバンデザイン・モデルプロジェクト
（けやき並木エリア）
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「FRASCO」「前橋〇〇部」といったクリエーター等よるまちづくり活動が萌芽
「アーツ前橋」開業に向けて、アート・建築・メデディアカルチャーの刺激が拡大

13
10月：「アーツ前橋」開業
12月：「群馬イノベーションアワード（GIA）」開始

14
3月：「群馬イノベーションスクール（GIS）」開始

16
6月：「前橋まちなかエージェンシー（MMA）」発足

8月：前橋ビジョン「めぶく。」策定

「〇〇部」グッドデザイン賞

「太陽の会」発足

地元ｸﾘｴｰﾀｰと企業家がﾀｯｸ
ﾞ

これまでの経緯

15
5月：民間再開発事業の指針「前橋市市街地総合再生計画」策定

シェアフラット馬場川開設

グッドデザイン賞

商店街や大学も連携

シェアフラット馬場川(学生用シェアハウス）

K’BIX元気２１まえばし
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19
7月：商工会議所「Green＆Relax」策定 ／ 9月「前橋市アーバンデザイン」策定

11月：前橋デザインコミッション設立

20
4月：都市再生推進法人指定／5月MDCオフィス開設

12月：先進的まちづくり大賞「国土交通大臣賞」受賞

17
5月：米国ポートランド市へ官民で視察

18
9月：アーバンデザイン作成開始 官民連携の契機

これまでの経緯
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21
4月：MDCによる「馬場川通りプロジェクト」の本格着手
9月：まちづくり分野で国内初となる「ソーシャル・インパクト・ボンド」の導入

白井屋ホテル開業

22
6月：まちづくりアワード実績部門「特別賞」受賞

10月：GOOD DESIGN AWARD 2022受賞

23

25

第3回エリアマネジメント研究交流会 事例報告部門アワード受賞
日本ファシリティマネジメント大賞「優秀賞」受賞
サスティナブル・ジャパン・アワード２０２４「優秀賞」受賞
日本空間デザイン賞「金賞」受賞
ウッドデザイン賞２０２４受賞
土地活用モデル大賞「都市みらい推進機構理事長賞」受賞
GOOD DESIGN AWARD 「BEST100」 受賞
第5回グリーンインフラ大賞「特別優秀賞」受賞
iF design award受賞（ドイツ）

24

25



民間事業者

これまでの考え方

成長
社会

ハード
中心

行政
主体

他人
ごと

縮小
社会

ソフト
中心

民間
主体

自分
ごと

国

基礎自治体 基礎自治体

国

市民、企業・団体

市民、企業・団体

実行

位置
づけ

計画

実行

アーバンデザインの考え方

アーバンデザインの位置づけ

分野別個別計画（例）

市民
企業
団体

整合

民間主体のまちづくりの実現

前橋市 民間等

事業実施

適宜
反映

意見

尊重

総合計画

都市計画マスタープラン

立地適正化計画

中心市街地活性化基本計画

市街地総合再生計画

前橋市
アーバン
デザイン

計画の考え方

民間のアクションを計画にフィードバック

するため、既存の行政計画とは独立した

位置づけ

民間主体のまちづくりの指針のため

長期的な理念の共有化・可視化と

短期的な固定されないアクションを推奨

計画に基づいて
大きなサイクルを回す

共通の理念に基づき
小さなアクションから

小さなサイクルを継続して回す

計画 理念
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計画の位置づけ

前橋市アーバンデザイン 2019年9月策定

トップダウン型 ボトムアップ型



民間事業者

9

実効性の伴う計画づくり

新たな民間プレーヤーとなり得る熱意と

実行力のあるキーマンを選出し２００人以上

の参加によるＷＳ等での意見を反映

ビジョンプランとアクションプラン

官民で将来像を共有する『ビジョン・プラン

編』と民間のアクションにつなげる具体的な

提案である『アクションプラン編』で構成

民間事業者

共有化された理念
アクションのための

具体的な提案

長期的視点に立った
まちづくりビジョン

段階やプロセスは固定せず
できることから柔軟に実施

ビジョンプラン編 アクションプラン編

試行や実験
を繰り返し実施

民間主体のエリアマネジメントを実現

前橋市アーバンデザイン 2019年9月策定



前橋市アーバンデザイン
ビジョンプラン編

10

2019年9月策定



民間事業者

前橋市アーバンデザイン

＜４つのモデルプロジェクト＞

けやき並木通り

広瀬川河畔

馬場川通りなど

駐車場の広場化

公共空間の利活用をテーマに社会実験等を取り入れながら「まちの変化」を具体
的に可視化する先駆的なプロジェクト

アクションプラン編

11

2019年9月策定



【2025.4現在 65会員】



正会員 賛助会員 （計）

法人会員 72 14 86

個人会員 19 62 81

（総計） 167

年会費総額 ￥11,100,000

2023.8現在

2019年11月設立

<推進体制>
➢役員：理事8、監事2
➢常勤：事務局長兼企画局長１、事務局１
➢兼業ｽﾀｯﾌ：３⇒広報宣伝ﾌﾟﾛ
➢ 研修・人材育成ﾌﾟﾛ

ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝﾃｨｽﾄ

主な活動

※

➢アーバンデザインの啓発・ブラッシュアップ

➢都再法人としてモデルプロジェクトの推進

➢まちづくりプレーヤーの支援・発掘・育成

➢エリアマネジメント支援

※都市再生推進法人（2020年4月指定）

前橋市デザインコミッション



■道路空間の利活用

けやき並木通り

14

けやき並木通りプロジェクト
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広瀬川河畔プロジェクト

賑わい化の拠点１ 『交水堰周辺』

千代田三丁目土地区画整理事業

賑わい化の拠点２ 『太陽の鐘周辺』

太陽の鐘

リノベーションまちづくり

■水辺空間の利活用

広瀬川河畔イメージ

広瀬川河畔

16
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行政の積極的な
掘り起こし

の取り組みプロセス

アーバンデザイン(まちづくりの指針)

遊休不動産調査

地元自治会、住民へのヒアリング

不動産オーナーへの啓発、意向確認

事業者のマッチング 遊休不動産のマッチング

事業化(開業)

事業計画(地域課題の共有)

対面によるヒアリング、UDの説明

地域の方やまちなか出店者からの紹介

まち歩き①(まちの動きの紹介)

まち歩き②(エリア検討、内見など)

【不動産オーナー】 【事業オーナー】
約200名
（R6.10時点）

約250名
（R6.10時点）



マチスタントの取り組みにより出店したお店



馬場川通り

馬場川

馬場川通り～中央通り
千代田通り～銀座通り

馬場川通りイメージ

延長＝約２００ｍ 水路・歩道・道路等

公共施設を「民間資金」で「民間団体」が再整備

馬場川通りプロジェクト

■道路空間の再配分による利活用

馬場川通りプロジェクト



馬場川地元会

馬場川通りプロジェクト事務局（MDCがプロマネ、資金管理、契約行為）

土木設計会社 基本計画ﾁｰﾑ 建設会社

公共空間整備・民間建物改修・エリマネ体制構築

馬場川地元会 前橋市
日常管理 公共的管理・修繕

竣工後寄付

前橋市MDC

都市利便増進協定

MDC、前橋市等

民間寄付

太陽の会

市長認定

都市利便増進協定を活用したスキーム
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・民間の創意工夫やノウハウ
の活用

・成果指標の設定による事業
の質の向上

・成果連動による行政の財政
リスク低減

・新たなビジネスチャンスの
創出

・資金提供者のＣＳＲの向上や
シビックプライドの醸成

・受託者のリスク分散

×

成果連動型民間委託契約方式 事前に民間資金を調達

22

ソーシャル・インパクト・ボンド



※ 本スキームでは、中間支援組織は直接の契約主体とはならないものの、実態としては
事業全体の企画設計・推進・コーディネート等に関与。

①業務
委託契約

⑥サービス提供

⑨
検
証
結
果
の
報
告

受益者

⑪支払
【行政】
前橋市

③信託受益権
購入

⑫優先受益権
配当

【第三者評価事業者】

【サービス提供者】

一社）前橋デザインコミッション

【信託会社】
すみれ地域信託(株)

②信託契約、
当初信託

契約 資金の流れ その他の動き

【資金提供者】
第一生命保険(株)

⑦成果測定

⑩評価
④受益権代金を
追加信託

【中間支援組織】
デロイトトーマツ※

（国土交通省まちづくり推進課）
「地方公共団体に対する
まちづくり分野における

SIB導入支援業務」

⑤資金提供
⑫劣後受益権配当

⑧
成
果
測
定
結
果
の
提
供

相関図

SIBによる前橋市アーバンデザイン推進事業

ソーシャル・インパクト・ボンド
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前橋市アーバンデザインファンド 2022年10月設立

【主な要件】
対象者：土地所有者等または都市再生推進法人
対象事業：都市利便増進協定等に基づく居心地の良さやにぎわい創出に資する事業
助成額：補助対象経費の事業費総額または２億円のうち少ない額（予算の範囲内）
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前橋市アーバンデザインファンド第１号

MDC
馬場川プロジェクト

都市利便増進協定
太陽の

会
寄付2億円
（対象赤字）

調査 設計
合意
形成

管理

前橋市
（基金）

民都機構

寄付
1億円

資金拠出
1億円

車道の整備

助成2億円
（対象青字）

前橋市

地元

国

前橋市アーバンデザインファンド 2022年10月設立



「馬場川通りを良くする会」の発足



民間連携
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❶志ある市民、商店主、企業、外部人材の協力
（活動・投資・人脈）

❷先行的プロジェクトの具現化（社会実験含む）

❸シティプロモーション（外部評価）

❹地域住民の「他人ごと」から「自分ごと」へ

前橋市アーバンデザイン

モデルプロジェクト・マチスタント等




